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(57)【要約】
【課題】調光機構による光量調整時に、照明光の強度分
布を中心部と周辺部の強度差を小さく抑えるように調整
することで、電子内視鏡による好適な観察を実現するこ
とができる電子内視鏡用光源装置を得る。
【解決手段】調光機構は、光源が出射した平行照明光を
遮る遮光部と、光源が出射した平行照明光を通過させる
複数の開口部とを有している。調光機構の遮光部と複数
の開口部は、光源が出射した平行照明光の減光率が平行
照明光の光軸中心から周辺にかけて減少するような形状
に設定されている。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子内視鏡のライトガイドファイバに照明光を供給する電子内視鏡用光源装置であって
、
　平行光からなる照明光を出射する光源と、
　前記光源が出射した平行照明光を前記ライトガイドファイバの入射端面に向けて集光す
る集光レンズと、
　前記光源と前記集光レンズの間の光路上に設けられ、前記光源が出射した平行照明光の
光量を調整して前記集光レンズに導く調光機構と、
　を備え、
　前記調光機構は、前記光源が出射した平行照明光を遮る遮光部と、前記光源が出射した
平行照明光を通過させる複数の開口部とを有しており、
　前記調光機構の前記遮光部と前記複数の開口部は、前記光源が出射した平行照明光の減
光率が該平行照明光の光軸中心から周辺にかけて減少するような形状に設定されている、
　ことを特徴とする電子内視鏡用光源装置。
【請求項２】
　請求項１記載の電子内視鏡用光源装置において、
　前記調光機構は、相対的に前記遮光部の面積に比して前記複数の開口部の面積が大きく
、前記光源が出射した平行照明光の全体が入射する第１の調光用網部材と、相対的に前記
遮光部の面積に比して前記複数の開口部の面積が小さく、前記光源が出射した平行照明光
のうち光軸中心の一定径範囲内の一部が入射する第２の調光用網部材と、を有している電
子内視鏡用光源装置。
【請求項３】
　請求項２記載の電子内視鏡用光源装置において、
　前記第２の調光用網部材を、前記第１の調光用網部材とは独立して、前記光源と前記集
光レンズの間の光路上に挿入された挿入位置と、前記光源と前記集光レンズの間の光路上
から離脱した離脱位置との間で挿脱駆動する駆動機構をさらに有している電子内視鏡用光
源装置。
【請求項４】
　請求項３記載の電子内視鏡用光源装置において、
　前記駆動機構は、前記電子内視鏡による近接観察を行っているとき、強制的に、前記第
２の調光用網部材を前記挿入位置に位置させる電子内視鏡用光源装置。
【請求項５】
　請求項３記載の電子内視鏡用光源装置において、
　前記駆動機構は、前記光源が出射した平行照明光の中心部の強度が所定値を下回ったと
き、強制的に、前記第２の調光用網部材を前記離脱位置に位置させる電子内視鏡用光源装
置。
【請求項６】
　請求項３記載の電子内視鏡用光源装置において、
　前記駆動機構は、前記光源の累積使用時間が所定時間を上回ったとき、強制的に、前記
第２の調光用網部材を前記離脱位置に位置させる電子内視鏡用光源装置。
【請求項７】
　請求項１記載の電子内視鏡用光源装置において、
　前記調光機構は、相対的に前記遮光部の面積に比して前記複数の開口部の面積が小さく
、前記光源が出射した平行照明光のうち光軸中心の一定径範囲内の一部が入射する内径側
調光用網部と、この内径側調光用網部の周囲に位置し、相対的に前記遮光部の面積に比し
て前記複数の開口部の面積が大きく、前記光源が出射した平行照明光のうち前記内径側調
光用網部に入射しない残りの周辺部が入射する外径側調光用網部とが一体に形成された調
光用網部材を有している電子内視鏡用光源装置。
【請求項８】
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　請求項７記載の電子内視鏡用光源装置において、
　前記調光用網部材は、前記内径側調光用網部を保持する内径側網枠部と、前記外径側調
光用網部を保持する外径側網枠部と、前記内径側網枠部と前記外径側網枠部を接続する接
続枠部とを有している電子内視鏡用光源装置。
【請求項９】
　請求項１記載の電子内視鏡用光源装置において、
　前記調光機構は、前記光源が出射した平行照明光の全体が入射し且つ前記遮光部と前記
複数の開口部が形成された調光用平板部材を有しており、前記複数の開口部は、前記調光
用平板部材に入射する平行照明光の光軸中心から周辺に離れるに従って、自身の面積を大
きくする電子内視鏡用光源装置。
【請求項１０】
　請求項９記載の電子内視鏡用光源装置において、
　前記調光用平板部材に形成された前記複数の開口部は、矩形、円形または楕円形の相似
形をなしている電子内視鏡用光源装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子内視鏡のライトガイドファイバに照明光を供給する電子内視鏡用光源装
置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子内視鏡用光源装置は、その基本構成として、照明光を出射する光源ランプと、この
光源ランプが出射した照明光を電子内視鏡のライトガイドファイバの入射端面に向けて集
光する集光レンズと、光源ランプと集光レンズの間の光路上に設けられ、光源ランプが出
射した照明光の光量を調整して集光レンズに導く調光機構とを備えている。調光機構とし
ては、例えば、照明光を遮る遮光部と照明光を通過させる複数の開口部を有する調光用網
部材または調光用平板部材が用いられている。
【０００３】
　一般的に、光源ランプが出射する照明光は、その光軸中心に近いほど強く、光軸中心か
ら周辺に離れるに従って弱くなるような強度分布を有している。また、従来の調光機構（
調光用網部材、調光用平板部材）は、光源ランプからの照明光が入射する全領域に亘って
、遮光部と開口部のパターン配列が同一である（調光用網部材の網目や調光用平板部材の
穴部が均一である）。このため、図１２に示すように、調光機構によって光量調整された
照明光に光源ランプの強度分布がそのまま反映され、照明光の中心部と周辺部の強度差が
大きくなる。この場合、電子内視鏡による観察画像において中心部と比較して周辺部が暗
くなりすぎ、また、電子内視鏡による近接観察時に光強度が強い中央部がハレーションし
やすくなるという問題が発生する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０００－２０１８９２号公報
【特許文献２】特開２００７－２８９５８１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、以上の問題意識に基づいてなされたものであり、調光機構による光量調整時
に、照明光の強度分布を中心部と周辺部の強度差を小さく抑えるように調整することで、
電子内視鏡による好適な観察を実現することができる電子内視鏡用光源装置を得ることを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
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【０００６】
　本発明の電子内視鏡用光源装置は、電子内視鏡のライトガイドファイバに照明光を供給
する電子内視鏡用光源装置であって、平行光からなる照明光を出射する光源と、前記光源
が出射した平行照明光を前記ライトガイドファイバの入射端面に向けて集光する集光レン
ズと、前記光源と前記集光レンズの間の光路上に設けられ、前記光源が出射した平行照明
光の光量を調整して前記集光レンズに導く調光機構と、を備え、前記調光機構は、前記光
源が出射した平行照明光を遮る遮光部と、前記光源が出射した平行照明光を通過させる複
数の開口部とを有しており、前記調光機構の前記遮光部と前記複数の開口部は、前記光源
が出射した平行照明光の減光率が該平行照明光の光軸中心から周辺にかけて減少するよう
な形状に設定されている、ことを特徴としている。
【０００７】
　前記調光機構は、相対的に前記遮光部の面積に比して前記複数の開口部の面積が大きく
（網目が粗く）、前記光源が出射した平行照明光の全体が入射する第１の調光用網部材と
、相対的に前記遮光部の面積に比して前記複数の開口部の面積が小さく（網目が細かく）
、前記光源が出射した平行照明光のうち光軸中心の一定径範囲内の一部が入射する第２の
調光用網部材と、を有することができる。
【０００８】
　本発明の電子内視鏡用光源装置は、前記第２の調光用網部材を、前記第１の調光用網部
材とは独立して、前記光源と前記集光レンズの間の光路上に挿入された挿入位置と、前記
光源と前記集光レンズの間の光路上から離脱した離脱位置との間で挿脱駆動する駆動機構
をさらに有することができる。
【０００９】
　前記駆動機構は、前記電子内視鏡による近接観察を行っているとき、強制的に、前記第
２の調光用網部材を前記挿入位置に位置させることができる。
【００１０】
　前記駆動機構は、前記光源が出射した平行照明光の中心部の強度が所定値を下回ったと
き、強制的に、前記第２の調光用網部材を前記離脱位置に位置させることができる。
【００１１】
　前記駆動機構は、前記光源の累積使用時間が所定時間を上回ったとき、強制的に、前記
第２の調光用網部材を前記離脱位置に位置させることができる。
【００１２】
　前記調光機構は、相対的に前記遮光部の面積に比して前記複数の開口部の面積が小さく
（網目が細かく）、前記光源が出射した平行照明光のうち光軸中心の一定径範囲内の一部
が入射する内径側調光用網部と、この内径側調光用網部の周囲に位置し、相対的に前記遮
光部の面積に比して前記複数の開口部の面積が大きく（網目が粗く）、前記光源が出射し
た平行照明光のうち前記内径側調光用網部に入射しない残りの周辺部が入射する外径側調
光用網部とが一体に形成された調光用網部材を有することができる。
【００１３】
　前記調光用網部材は、前記内径側調光用網部を保持する内径側網枠部と、前記外径側調
光用網部を保持する外径側網枠部と、前記内径側網枠部と前記外径側網枠部を接続する接
続枠部とを有することができる。
【００１４】
　前記調光機構は、前記光源が出射した平行照明光の全体が入射し且つ前記遮光部と前記
複数の開口部が形成された調光用平板部材を有しており、前記複数の開口部は、前記調光
用平板部材に入射する平行照明光の光軸中心から周辺に離れるに従って、自身の面積を大
きくすることができる。
【００１５】
　前記調光用平板部材に形成された前記複数の開口部は、矩形、円形または楕円形の相似
形をなすことができる。
【発明の効果】
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【００１６】
　本発明によれば、調光機構による光量調整時に、照明光の強度分布を中心部と周辺部の
強度差を小さく抑えるように調整することで、電子内視鏡による好適な観察を実現するこ
とができる電子内視鏡用光源装置が得られる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明による電子内視鏡用プロセッサ（電子内視鏡用光源装置）を含む電子内視
鏡システムの全体構成を示すブロック図である。
【図２】本発明の第１実施形態による電子内視鏡用プロセッサ（電子内視鏡用光源装置）
の照明光学システムの構成を示す拡大図である。
【図３】本発明の第１実施形態による第１の調光用網部材を単体で示す拡大図である。
【図４】本発明の第１実施形態による第２の調光用網部材を単体で示す拡大図である。
【図５】本発明の第１実施形態による第１の調光用網部材と第２の調光用網部材を重ねた
状態を示す拡大図である。
【図６】本発明の第２実施形態による電子内視鏡用プロセッサ（電子内視鏡用光源装置）
の照明光学システムの構成を示す拡大図である。
【図７】本発明の第２実施形態による調光機構（調光用網部材）を示す拡大図である。
【図８】本発明の第３実施形態による調光機構（調光用平板部材）を示す第１の拡大図で
ある。
【図９】本発明の第３実施形態による調光機構（調光用平板部材）を示す第２の拡大図で
ある。
【図１０】本発明の第３実施形態による調光機構（調光用平板部材）を示す第３の拡大図
である。
【図１１】本発明の電子内視鏡用光源装置の調光機構によって光量調整された照明光の強
度分布を示す図である。
【図１２】従来品の電子内視鏡用光源装置の調光機構によって光量調整された照明光の強
度分布を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
（第１実施形態）
　図１～図５を参照して、本発明の第１実施形態による電子内視鏡用プロセッサ（電子内
視鏡用光源装置）１００について説明する。
【００１９】
　図１は、電子内視鏡用プロセッサ１００を含む電子内視鏡システム１０の構成を示すブ
ロック図である。電子内視鏡システム１０は、電子内視鏡用プロセッサ１００と、電子内
視鏡２００と、モニタ３００とを備えている。
【００２０】
　電子内視鏡２００は、操作者が把持する把持操作部（図示せず）と、この把持操作部か
ら延出する可撓性のある挿入部２１０と、この把持操作部から挿入部２１０とは反対側に
延出するユニバーサルチューブ２２０とを有している。ユニバーサルチューブ２２０の先
端にはコネクタ部２３０が設けられており、このコネクタ部２３０のコネクタ端子（図示
せず）と電子内視鏡用プロセッサ１００のコネクタ端子（図示せず）が接続可能になって
いる。
【００２１】
　電子内視鏡２００にはライトガイドファイバ２４０が内蔵されており、このライトガイ
ドファイバ２４０は、挿入部２１０、把持操作部（図示せず）及びユニバーサルチューブ
２２０を通り、コネクタ部２３０から突出するライトガイドスリーブ２４５（図２）内ま
で延びている。コネクタ部２３０のコネクタ端子（図示せず）と電子内視鏡用プロセッサ
１００のコネクタ端子（図示せず）が接続されると、ライトガイドファイバ２４０は、電
子内視鏡用プロセッサ２００に内蔵された照明光学システム１１０と光学的に接続される
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。そして、照明光学システム１１０から発せられた照明光は、ライトガイドファイバ２４
０内を導かれ、挿入部２１０の前端面に設けられた照明レンズ（配光用レンズ）２５０に
よって所定の配光で外方に出射される。
【００２２】
　挿入部２１０の前端面には、被写体光を取り込む対物レンズ（観察用レンズ）２６０が
設けられており、その直後に、被写体の画像信号を取得するＣＣＤ（撮像素子）２７０が
設けられている。ＣＣＤ２７０が取得した被写体の画像信号は、信号伝送ケーブル２８０
を介して伝送され、ＲＯＭ２９０に読み込まれた上で、電子内視鏡用プロセッサ１００内
のＣＰＵ（画像処理部）１７０に出力される。ＣＰＵ１７０は、入力した画像信号に所定
の画像処理を施して撮影画像とし、これをモニタ３００に表示し、画像メモリ（図示せず
）に記憶する。なお、電子内視鏡用プロセッサ１００と電子内視鏡２００の間では、ＣＣ
Ｄ２７０が取得した被写体の画像信号の他にも、各種の制御信号等が伝送される。
【００２３】
　電子内視鏡用プロセッサ１００は、電子内視鏡２００のライトガイドファイバ２４０に
照明光を供給するための照明光学システム１１０を有している。
【００２４】
　照明光学システム１１０は、光源ランプ（光源）１２０と、集光レンズ１３０と、調光
機構１４０とを有している。
【００２５】
　光源ランプ１２０は、コリメータレンズ（図示せず）を内蔵しており、ランプ電源１５
０からの点灯用電力の供給を受けて、平行光からなる照明光（以下では「平行照明光」と
呼ぶことがある）を出射する。ランプ電源１５０は、ＣＰＵ１７０からの点灯電流指示信
号やその他の制御信号による制御の下で、光源ランプ１２０に点灯用電力を供給する。
【００２６】
　集光レンズ１３０は、光源ランプ１２０が出射した平行照明光をライトガイドファイバ
２４０の入射端面２４２に向けて集光する。図１と図２では、集光レンズ１３０の形状が
若干異なるように描かれているが、これは作図上の便宜によるものであり、両図面におけ
る集光レンズ１３０は同一の構成要素である。
【００２７】
　調光機構１４０は、光源ランプ１２０と集光レンズ１３０の間の光路上に設けられ、光
源ランプ１２０が出射した平行照明光の光量を調整して集光レンズ１３０に導く。
【００２８】
　図２～図５に示すように、調光機構１４０は、第１の調光用網部材１４２と第２の調光
用網部材１４４を有している。
【００２９】
　図３、図５に示すように、第１の調光用網部材１４２の網目部１４２Ｘは、光源ランプ
１２０が出射した平行照明光を遮る遮光部を構成しており、この網目部１４２Ｘの間に形
成された間隙部１４２Ｙは、光源ランプ１２０が出射した平行照明光を通過させる複数の
開口部を構成している。
【００３０】
　図４、図５に示すように、第２の調光用網部材１４４の網目部１４４Ｘは、光源ランプ
１２０が出射した平行照明光を遮る遮光部を構成しており、この網目部１４４Ｘの間に形
成された間隙部１４４Ｙは、光源ランプ１２０が出射した平行照明光を通過させる複数の
開口部を構成している。
【００３１】
　第１の調光用網部材１４２は、相対的に網目部（遮光部）１４２Ｘの面積に比して間隙
部（複数の開口部）１４２Ｙの面積が大きく（網目が粗く）、光源ランプ１２０が出射し
た平行照明光の全体が入射する。これに対し、第２の調光用網部材１４４は、相対的に網
目部（遮光部）１４４Ｘの面積に比して間隙部（複数の開口部）１４４Ｙの面積が小さく
（網目が細かく）、光源ランプ１２０が出射した平行照明光のうち光軸中心の一定径範囲
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内の一部だけが入射する。
【００３２】
　このため、図５に示すように、光源ランプ１２０が出射した平行照明光は、その光軸中
心の一定径範囲内の一部だけが、網目が粗い第１の調光用網部材１４２と網目が細かい第
２の調光用網部材１４４の双方に入射し、残りの周辺部が、網目が粗い第１の調光用網部
材１４２だけに入射する。
【００３３】
　すなわち、第１の調光用網部材１４２の網目部（遮光部）１４２Ｘと間隙部（複数の開
口部）１４２Ｙ、及び、第２の調光用網部材１４４の網目部（遮光部）１４４Ｘと間隙部
（複数の開口部）１４４Ｙは、光源ランプ１２０が出射した平行照明光の減光率が該平行
照明光の光軸中心から周辺にかけて減少するような形状に設定されている。これにより、
図１１に示すように、平行照明光の中心部の減光率を高めてその強度を下げることで、平
行照明光の強度分布を中心部と周辺部の強度差を小さく抑えるように調整することができ
る。併せて、電子内視鏡２００による観察画像において中心部と比較して周辺部が暗くな
りすぎることがなく、電子内視鏡２００による近接観察時のハレーションを防止すること
ができる。
【００３４】
　第２の調光用網部材１４４の網枠部１４４Ｚには進退ロッド（駆動機構）１４５が結合
されており、この進退ロッド１４５がモータ（駆動機構）１６０によって図２、図４、図
５中の上下方向に進退駆動されることで、第２の調光用網部材１４４が、第１の調光用網
部材１４２とは独立して、光源ランプ１２０と集光レンズ１３０の間の光路上に挿入され
た挿入位置と、光源ランプ１２０と集光レンズ１３０の間の光路上から離脱した離脱位置
との間で挿脱駆動可能になっている。
【００３５】
　モータ１６０による進退ロッド１４５の進退駆動、すなわち第２の調光用網部材１４４
の挿脱駆動は、ＣＰＵ１７０からの制御信号によって制御される。
【００３６】
　ＣＰＵ１７０は、電子内視鏡２００による近接観察を行っているとき、強制的に、モー
タ１６０と進退ロッド１４５を介して、第２の調光用網部材１４４を挿入位置に位置させ
る。これにより、近接観察時にハレーションをより確実に防止することができる。電子内
視鏡２００による近接観察を行っているか否かは、例えば、輝度検出手段（図示せず）の
検出結果に基づいて判定することができる。
【００３７】
　ＣＰＵ１７０は、光源ランプ１２０が出射した平行照明光の中心部の強度が所定値を下
回ったとき、強制的に、モータ１６０と進退ロッド１４５を介して、第２の調光用網部材
１４４を離脱位置に位置させる。これにより、経時劣化で光源ランプ１２０の特性が変化
したときであっても、平行照明光の中心部の強度を下げ過ぎるのを防止することができる
。光源ランプ１２０が出射した平行照明光の中心部の強度が所定値を下回ったか否かは、
例えば、輝度検出手段（図示せず）の検出結果に基づいて判定することができる。
【００３８】
　ＣＰＵ１７０は、タイマー（図示せず）を参照して、光源ランプ１２０の累積使用時間
が所定時間を上回ったとき、強制的に、モータ１６０と進退ロッド１４５を介して、第２
の調光用網部材１４４を離脱位置に位置させる。これにより、経時劣化で光源ランプ１２
０の特性が変化したときであっても、平行照明光の中心部の強度を下げ過ぎるのを防止す
ることができる。
【００３９】
　なお、モータ１６０による進退ロッド１４５の進退駆動、すなわち第２の調光用網部材
１４４の挿脱駆動は、ＣＰＵ１７０による自動制御のみならず、使用者（医師）によるマ
ニュアル操作によって行うことも可能である。
【００４０】
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　以上の第１実施形態では、網目の粗さ（細かさ）とサイズが異なる第１の調光用網部材
１４２と第２の調光用網部材１４４を組み合わせて調光機構１４０を構成した場合を例示
して説明した。しかし、使用する調光用網部材の数は２つに限定されず、３つ以上の調光
用網部材を組み合わせて調光機構を構成する態様も可能である。
【００４１】
（第２実施形態）
　図６、図７を参照して、本発明の第２実施形態による電子内視鏡用プロセッサ（電子内
視鏡用光源装置）１００について説明する。この第２実施形態は、第１実施形態の調光機
構１４０に代えて、内径側調光用網部１８２とその周囲に位置する外径側調光用網部１８
６とを一体的に形成した調光用網部材からなる調光機構１８０を設けたものである。
【００４２】
　内径側調光用網部１８２の網目部１８２Ｘは、光源ランプ１２０が出射した平行照明光
を遮る遮光部を構成しており、この網目部１８２Ｘの間に形成された間隙部１８２Ｙは、
光源ランプ１２０が出射した平行照明光を通過させる複数の開口部を構成している。
【００４３】
　外径側調光用網部１８６の網目部１８６Ｘは、光源ランプ１２０が出射した平行照明光
を遮る遮光部を構成しており、この網目部１８６Ｘの間に形成された間隙部１８６Ｙは、
光源ランプ１２０が出射した平行照明光を通過させる複数の開口部を構成している。
【００４４】
　内径側調光用網部１８２の網枠部（内径側網枠部）１８２Ｚと外径側調光用網部１８６
の網枠部（外径側網枠部）１８６Ｚは、接続枠部１８８によって接続されており、これに
より、内径側調光用網部１８２とその周囲に位置する外径側調光用網部１８６が一体化さ
れている。
【００４５】
　内径側調光用網部１８２は、相対的に網目部（遮光部）１８２Ｘの面積に比して間隙部
（複数の開口部）１８２Ｙの面積が小さく（網目が細かく）、光源ランプ１２０が出射し
た平行照明光のうち光軸中心の一定径範囲内の一部だけが入射する。これに対し、外径側
調光用網部１８６は、相対的に網目部（遮光部）１８６Ｘの面積に比して間隙部（複数の
開口部）１８６Ｙの面積が大きく（網目が粗く）、光源ランプ１２０が出射した平行照明
光のうち内径側調光用網部１８２に入射しない残りの周辺部が入射する。
【００４６】
　すなわち、内径側調光用網部１８２の網目部（遮光部）１８２Ｘと間隙部（複数の開口
部）１８２Ｙ、及び、外径側調光用網部１８６の網目部（遮光部）１８６Ｘと間隙部（複
数の開口部）１８６Ｙは、光源ランプ１２０が出射した平行照明光の減光率が該平行照明
光の光軸中心から周辺にかけて減少するような形状に設定されている。これにより、図１
１に示すように、平行照明光の中心部の減光率を高めてその強度を下げることで、平行照
明光の強度分布を中心部と周辺部の強度差を小さく抑えるように調整することができる。
併せて、電子内視鏡２００による観察画像において中心部と比較して周辺部が暗くなりす
ぎることがなく、電子内視鏡２００による近接観察時のハレーションを防止することがで
きる。
【００４７】
　以上の第２実施形態では、網目の粗さ（細かさ）とサイズが異なる内径側調光用網部１
８２と外径側調光用網部１８６を組み合わせて調光機構（調光用網部材）１８０を構成し
た場合を例示して説明した。しかし、使用する調光用網部の数は２つに限定されず、３つ
以上の調光用網部を組み合わせて調光機構（調光用網部材）を構成する態様も可能である
。
【００４８】
（第３実施形態）
　図８～図１０を参照して、本発明の第３実施形態による電子内視鏡用プロセッサ（電子
内視鏡用光源装置）１００について説明する。この第３実施形態は、第１実施形態の調光
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機構１４０または第２実施形態の調光機構１８０に代えて、調光用平板部材からなる調光
機構１９０を設けたものである。
【００４９】
　調光機構（調光用平板部材）１９０には、光源ランプ１２０が出射した平行照明光の全
体が入射する。調光機構（調光用平板部材）１９０には複数の穴部１９１、１９２または
１９３が所定の配列パターンで穿設されている。調光機構（調光用平板部材）１９０のう
ちこの複数の穴部１９１～１９３が形成されていない部分が、光源ランプ１２０が出射し
た平行照明光を遮る遮光部を構成しており、この複数の穴部１９１～１９３が、光源ラン
プ１２０が出射した平行照明光を通過させる複数の開口部を構成している。
【００５０】
　そして調光機構（調光用平板部材）１９０は、その複数の開口部が、調光機構（調光用
平板部材）１９０に入射する平行照明光の光軸中心から周辺に離れるに従って、自身の面
積を大きくするような形状に設定されている。
【００５１】
　図８では、調光機構（調光用平板部材）１９０を、光軸中心の一定径範囲内の第１の領
域とその周辺の第２の領域とに区画し、第１の領域に９個の中穴部１９１Ａを穿設し、第
２の領域に４０個の大穴部１９１Ｂを穿設している。中穴部１９１Ａと大穴部１９１Ｂは
、矩形の相似形をなしている。
【００５２】
　図９では、調光機構（調光用平板部材）１９０を、光軸中心の一定径範囲内の第１の領
域とその周辺の第２の領域とその周辺の第３の領域とその周辺の第４の領域に区画し、第
１の領域に１個の小穴部１９２Ａを穿設し、第２の領域に８個の中穴部１９２Ｂを穿設し
、第３の領域に１６個の大穴部１９２Ｃを穿設し、第４の領域に２４個の特大穴部１９２
Ｄを穿設している。小穴部１９２Ａと中穴部１９２Ｂと大穴部１９２Ｃと特大穴部１９２
Ｄは、矩形の相似形をなしている。
【００５３】
　図１０では、調光機構（調光用平板部材）１９０を、光軸中心の一定径範囲内の第１の
領域とその周辺の第２の領域とその周辺の第３の領域とその周辺の第４の領域とその周辺
の第５の領域に区画し、第１の領域に１個の特小穴部１９３Ａを穿設し、第２の領域に４
つの小穴部１９３Ｂを穿設し、第３の領域に８個の中穴部１９３Ｃを穿設し、第４の領域
に１２個の大穴部１９３Ｄを穿設し、第５の領域に１２個の特大穴部１９３Ｅを穿設して
いる。特小穴部１９３Ａと小穴部１９３Ｂと中穴部１９３Ｃと大穴部１９４Ｄと特大穴部
１９５Ｅは、円形の相似形をなしている。
【００５４】
　図８～図１０に示すように、調光機構（調光用平板部材）１９０の複数の穴部（開口部
）１９１～１９３は、光源ランプ１２０が出射した平行照明光の減光率が該平行照明光の
光軸中心から周辺にかけて減少するような形状に設定されている。これにより、図１１に
示すように、平行照明光の中心部の減光率を高めてその強度を下げることで、平行照明光
の強度分布を中心部と周辺部の強度差を小さく抑えるように調整することができる。併せ
て、電子内視鏡２００による観察画像において中心部と比較して周辺部が暗くなりすぎる
ことがなく、電子内視鏡２００による近接観察時のハレーションを防止することができる
。
【００５５】
　なお、調光機構（調光用平板部材）１９０に穿設する複数の穴部の形状は、図８～図１
０で例示した矩形または円形に限定されず、例えば、楕円形またはその他の形状の相似形
とすることができる。また、複数の穴部は必ずしも相似形である必要はない。さらに、複
数の穴部の数やそのサイズを何段階で変化させるかにも自由度があり、種々の設計変更が
可能である。
【００５６】
　以上の第１実施形態～第３実施形態の調光機構（１４０、１８０、１９０）は、光源ラ
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ンプ１２０と集光レンズ１３０の間の光路上に設けられ、光源ランプ１２０が出射した平
行照明光の光量を調整するので、集光レンズ１３０や調光機構（１４０、１８０、１９０
）の取付ガタの影響を受け難く、所望の調光効果（減光効果）を得ることができる。また
、光源ランプ１２０と集光レンズ１３０の間の距離は比較的長いため、調光機構（１４０
、１８０、１９０）をスペース効率良く配置することができる。さらに、調光機構（１４
０、１８０、１９０）を遮光部と開口部による物理的な調光（減光）を行うように構成す
ることで、耐熱性を向上させ、高温条件下に晒される電子内視鏡用プロセッサ１００内で
あっても破損することなく継続使用することができる。
【００５７】
　以上の第１実施形態～第３実施形態では、単一の電子内視鏡用プロセッサ１００に、電
子内視鏡２００から入力した画像信号に所定の画像処理を施す機能と、電子内視鏡２００
のライトガイドファイバ２４０に照明光を供給する機能とを併せ持たせた場合を例示して
説明したが、後者の機能を電子内視鏡用プロセッサ１００から切り離す態様も可能である
。すなわち、電子内視鏡用プロセッサ１００とは別個の構成要素として、照明光学システ
ム１１０（光源ランプ１２０、集光レンズ１３０、調光機構１４０、１８０、１９０）、
ランプ電源１５０及びモータ１６０を内蔵した電子内視鏡用光源装置を設ける態様も可能
である。
【符号の説明】
【００５８】
１０　電子内視鏡システム
１００　電子内視鏡用プロセッサ（電子内視鏡用光源装置）
１１０　照明光学システム
１２０　光源ランプ（光源）
１３０　集光レンズ
１４０　調光機構
１４２　第１の調光用網部材
１４２Ｘ　網目部（遮光部）
１４２Ｙ　間隙部（複数の開口部）
１４４　第２の調光用網部材
１４４Ｘ　網目部（遮光部）
１４４Ｙ　間隙部（複数の開口部）
１４４Ｚ　網枠部
１４５　進退ロッド（駆動機構）
１５０　ランプ電源
１６０　モータ（駆動機構）
１７０　ＣＰＵ（画像処理部）
１８０　調光機構（調光用網部材）
１８２　内径側調光用網部
１８２Ｘ　網目部（遮光部）
１８２Ｙ　間隙部（複数の開口部）
１８２Ｚ　網枠部（内径側網枠部）
１８６　外径側調光用網部
１８６Ｘ　網目部（遮光部）
１８６Ｙ　間隙部（複数の開口部）
１８６Ｚ　網枠部（外径側網枠部）
１８８　接続枠部
１９０　調光機構（調光用平板部材、遮光部）
１９１　穴部（開口部）
１９１Ａ　中穴部
１９１Ｂ　大穴部
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１９２　穴部（開口部）
１９２Ａ　小穴部
１９２Ｂ　中穴部
１９２Ｃ　大穴部
１９２Ｄ　特大穴部
１９３　穴部（開口部）
１９３Ａ　特小穴部
１９３Ｂ　小穴部
１９３Ｃ　中穴部
１９３Ｄ　大穴部
１９３Ｅ　特大穴部
２００　電子内視鏡
２１０　挿入部
２２０　ユニバーサルチューブ
２３０　コネクタ部
２４０　ライトガイドファイバ
２４２　入射端面
２４５　ライトガイドスリーブ
２５０　照明レンズ（配光用レンズ）
２６０　対物レンズ（観察用レンズ）
２７０　ＣＣＤ（撮像素子）
２８０　信号伝送ケーブル
２９０　ＲＯＭ
３００　モニタ

【図１】 【図２】
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